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旧
軽
自
動
車
検
査
場
の
跡
地
に
で
き
る
新
し
い

鮎
壺
公
園
（
令
和
６
年
度
供
用
開
始
予
定
）
の
利

活
用
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
３
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。
公
募
に
よ
る

42

名

の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
大
学
生
や
会
社
員
、

各
種
団
体
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
年
齢
も
所

属
も
さ
ま
ざ
ま
。
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
公
園
の

活
用
や
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

鮎
壺
公
園
が
で
き
た
ら 

 

R2

年
11

月
11

日 
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と 

第
１
回
で
は
、
「
（
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
の
）
人

の
つ
な
が
り
と
地
域
の
活
力
源
と
な
る
公
園
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
大
妻
女
子
大
学
・
木
下
勇
先
生

の
お
話
を
う
か
が
い
、「
完
成
後
の
鮎
壺
公
園
で
や

っ
て
み
た
い
こ
と
」
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
別
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

会
場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
２
階
展

示
室
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が

ら
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

【発行】長泉町建設計画課 ☎（055）989-5520 

新しい鮎壺公園 の利活用について考えました！ 

ふりかえり号 

■主な意見 

・遊び・運動を楽しむ 
・飲食や調理を楽しむ 
・カフェや昼寝で休む 
・イベントを開催する 
・光の演出をする 
・植樹、果樹園をつくる 等 

第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

R2

年
12

月
９

日 

私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ

 

第
２
回
は
、『
私
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
』
と

題
し
て
、
鮎
壺
公
園
で
具
体
的
に
や
り
た
い

こ
と
や
活
動
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。
企
画
は
、
画
用
紙
に
絵
で
表
現
！ 

７
つ
の
テ
ー
マ
と

33

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
PJ
）
が
出
揃
い
ま
し
た
。 

【果樹園①】 朝市マルシェプロジェクト  

●●●●●●●●●● 
発案：下山賢司さん 

   遠藤 進さん 

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

R3

年
２

月
24

日 

社
会
実
験
的
に
や
っ
て
み
た
い 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
よ
う 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
一
カ
月
以

上
遅
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
第
３
回
。 

テ
ー
マ
別
に
、
PJ
を
実
践
す
る
際
の
場
所

や
条
件
、
連
携
す
る
団
体
等
、
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
検
討
、
提
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体
発
表
後
、

社
会
実
験
的
に
試
行
し
た
い
PJ
に
つ
い
て
、

丸
シ
ー
ル
に
よ
る
投
票
を
行
い
ま
し
た
。 

  
投
票
の
結
果
、
人
気
が
高
か
っ
た
PJ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
出
し
物
が
あ
る
、
マ
ル
シ
ェ
の

よ
う
な
企
画
。
ま
ず
は
、
皆
が
「
や
り
た
い

こ
と
」
を
出
し
物
と
し
て
や
っ
て
み
る
お
祭

り
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
。
そ
ん
な
社
会
実
験

が
今
年
の
秋
頃
に
出
来
た
ら
い
い
な
、
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

■アイデア・提案 

・朝は「町内のベーカリーが集うパンマルシェ」、 

昼は「スイーツ」、夕方は「特産野菜の軽トラ市」、 

夜は「屋台」など朝昼晩で表情を変える“市”がある公園 

・古くから長泉に住む農家と、移住してきた 

ニューファミリー層をつなぐ 

・農家が売らない軽トラ市 

➜農家が野菜や軽トラを提供し、 

子育て世代が子どもと一緒に販売 

●
一
番
目
（
に
や
っ
て
み
た
い
） 

●
二
番
目 
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  【果樹園②】 地域と連携した果樹園プロジェクト  

【花・植栽】 シンボルツリー、ボタニカルガーデン、並木づくりプロジェクト  

【運動】 心身ともに健康になる公園プロジェクト  

【遊び】 子どもが自由に遊べる公園プロジェクト  

【休む】 非日常的休日プロジェクト  

● ●●● 

●● 

● ●● ● 

●●● 

●●●● 

●●●● 

・柿やぶどう、イチジク、ポポー等を植え収穫を楽しむ 

・遊歩道に沿って、各地区で育てたオリーブの苗を植える 

➜地域とのつながり、公園への親しみ（収穫祭） 

・できた果物を料理やスイーツに！（食育） 

・カブトムシやクワガタが好む樹木を植える 

・メタセコイアを植え「別

世界」と思える公園に 

・シンボルツリーとなるよ

うな大きなモミの木を植

え、クリスマスやハロウ

ィンなど、ツリーの周り

で季節ごとのイベントを

行う 

・ヨガ用のマットや用具を

格納できる場所があると

良い 

・ノルディックウォーキン

グ等のための更衣室やシ

ャワーがほしい 

・健康講座や整体など、体

をケアする施設がほしい 

・アスレチック広場（難易

度別） 

・巨大積み木 

・釣り、魚のつかみどり、

水遊び、泥遊びができる 

・子どもたちの自由な発想

を刺激できるような公園

にしたい 

 

・屋根のある簡易休憩所 

・ハンモック、テント、エ

リアシートなどを広げ休

める芝生広場 

・青空図書館（曜日を決め

て社会実験をしたい） 

・半屋外で、富士山を眺め

ながら読書を楽しむ 
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  【カフェ・調理】 魅力的な施設づくりプロジェクト  

【イベント】 公園に行けばいつも何かやっているプロジェクト  

●●●●●●●● 
発案：牛島康祐さん 

● 

●●●●● 

●●● 

● ●● 

・ジオサイトでもある鮎壺の滝を

再現する科学実験（コーラ火

山、チョコレート溶岩など） 

・年間を通して「いつも何かやっ

ている公園」 

・盆踊り大会や音楽イベント 

・動画配信をしている人に場所を

貸して収益を得てはどうか 

・毎週小さなイベントを続け、

「そこに行けば誰かに会える、

楽しいことに会える」場所にし

たい 

・屋根があるステージがほしい 

・富士山をのぞむ回転レストランなど、ランドマーク的

な建物にしたい 

・自然にマッチする木質系でガラス張りの建物 

・長泉の特産品を使ったメニューの提供や、ブランド認

定品の販売をする店があると良い 
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Ｑ：建築物の制限はありますか？ 

都市公園法施行令により、公園の建築物の面積は公園全体の敷地面積により決定されますが、現在その基

準を超える大幅な建築物の増加は難しい状況です。一方、常設されないテントやキッチンカー等はこの基準

に含まれないため、皆さんの意見をもとに設置が可能です。 

 

Ｑ：管理・運営方法について教えてください。 

町では、地域住民や事業者等の協働による都市公園の維持管理に取り組みます。今回の意見をもとに、今

後、公園の管理・運営方法やイベントの開催方法等を実際に実施・実験をしてみることで、課題を整理しな

がら、引き続き意見を伺い、住民の皆さんとの協働による公園づくりを進めていきます。 

 

Ｑ：公園での火気の使用は可能ですか？ 

長泉町都市公園条例に基づき、現在は、

町内の公園における火気の使用はできま

せん。 

使用方法や安全性を考慮した上で、オー

プンまでに公園の使用ルールを皆さんと

考えていきたいと考えています。 

この場所 で こんなこと をやってみたい♪ 

カキ、ぶどう、イチジク、みかん、ポポー 

外周にシマトネリコ、くぬぎ、コナラ（落ち葉のプール） 

遊歩道の脇にオリーブの木を植栽 

 ・カフェ、レストラン（１F） 

長泉のランドマーク的な建物 ・屋上展望台（屋上足湯） 

 ・木質系カフェ（ガラス張り、屋上テラス） 

ジオ実験、各種工作 

巨大積み木 

レンタサイクル 

水遊び広場 

お昼寝ハンモック、テント 

青空図書館 

 

町の駅、道の駅 

鮎壺滝まつり（ライブ、カラオケ、虫取り、売店、プロレス、紙芝居など） 

音楽イベント、マルシェ、科学実験、防災フェスタなど 

バーベキューコーナー、小さなさくらフェスタ（手作り品販売等） 

屋根があるステージ（和太鼓演奏、盆踊り大会） 

大屋根（ピロティ） 

果樹園の収穫祭、試食会 

用具倉庫 

巨大モミの木 

Ｑ＆Ａ 

今後の進め方 

令和６年度中のオープンを目指し、現在、用地取得や詳細

設計が進められています。今後、水路改修、造成、公園施設

の整備等を順次行っていきます。 

公園の活性化のため、実際に社会実験等も行いながら、公

園の運営・管理方法を主とした研究会を開催していきます。 

魅力的な公園づくりのために、今後もご参加のほどよろしくお願いします！ 


